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水 稲 生 産 は 健 苗 育 成 か ら 

 

４月に入りましたが気温の低い日が続いております。今後は気温の上昇とともに水温も上がり、

浸種中の「出芽」が懸念されます。浸種容器（丸オケ等）に透明なビニール等で蓋をしている場合

は水温が上がりやすいため、直射日光が当たる場所を避けるか、日光を通さない蓋に変える等、水

温が１５℃以上にならないようにしてください。また、浸種中の水温が高く経過していると催芽時

の出芽が早まることもあるため、こまめに催芽の状態を確認してください。 

１．播種時の苗立枯病・苗いもち病対策[１Ｌ/箱散布]  

１）床土にタチガレエース M 粉剤等を混和していない場合は播種時に液剤を灌注してください。 

２）床土に焼土を使用している方や苗箱まかせを使用している方については、播種時の灌水量を 

やや多め（１Ｌ／箱当り）にし、乾燥障害（出芽ムラ）を防いでください。 

３）灌水時のｐＨ調整として、クエン酸を使用する場合は 1,000 倍に希釈する。 

 

 ２．発芽後の苗立枯病対策[500ml/箱散布]  

１）保温被覆資材の除去時・除去後は、次の点に注意を払いながら管理にあたってください。 

①被覆資材の除去後に床土の表面にクモの巣状のカビが見られたら、速やかに表面を乾燥させる。 

②被覆資材は発芽状態を確認しながら、出芽長０.５㎝を目安に(３日～４日程度)除去する。被覆

中でも被覆内の地温が３５℃以上の場合は、風下の側面ビニールを開け、温度が下がらないよ

うであれば、風上も１０㎝程度開けハウス内の換気を行い夕方閉める。 

２）立枯れ症状が見えた場合は菌の種類を確認のうえ、下記の薬剤散布で防除に努めてください。 

病原菌の種類 原因や症状等 薬 剤 名 希釈倍率

フザリウム菌 

低温が原因。根や苗の地際部が褐変腐敗し、生育ム

ラや枯死する。籾の周囲に白やピンク色のカビが見

え、根は茶色くなり発根が停滞する。 ナエファイン 

フロアブル 
１,０００倍

ピシウム菌 

低温多湿が原因。カビは見えないが、地際の茎や根

がアメ色や茶色に変色腐敗する。育苗後半のムレ苗

の原因でもある。 

トリコデルマ菌 

土の乾燥が原因のひとつ。土の表面や籾の周辺に白

や緑色のカビが見える。エコホープ菌と区別し辛い

が、感染苗は発根が停滞し、葉が黄化する。 

ベンレート水和剤
５００～ 

１,０００倍

※ 農薬の使用に当たっては使用法を確認し、環境に配慮した施用量等を心がけてください。 

 

 

薬 剤 名 希釈倍率 
1 本当り 

希釈水量 
散布箱数 包装単位 備 考 

ナエファインフロアブル ２,０００倍 

５００L ５００箱 

２５０ml 
苗立枯病   

（リゾープス菌 

にも登録あり） 

タチガレエース M 液剤 １,０００倍 ５００ml 苗立枯病 

ベンレート水和剤    

（ｴｺﾎｰﾌﾟ DJ を使用する  

場合は 2 葉期以降に灌注） 

１,０００倍 ５００g いもち病 

裏面あり



３．ハウス内の温度管理  

１） 保温被覆資材を長くかけ過ぎると、苗

立枯病や籾枯細菌病の発生原因になると

ともに、鞘葉並びに第２葉が伸び、徒長軟

弱苗の原因ともなります。特に籾枯細菌病

は、１ 葉期までの高温多湿により 発生が多

く なるため、高温時には換気に努め、くれ

ぐれも高温(ハウス内温度で３０℃以上)

多湿条件にしないよう注意してください。 

 

２）午後の灌水は夜間に床土の温度が低下

するため、午前中に十分灌水する。 

 

３）緑化期以降は、急激な温度変化や冷

風・過湿条件で、ムレ苗や風ヤケ等苗障害

の原因となることから、日中２５℃以上、夜間は５℃以下にしないよう換気や保温に努める。 

 

 ４．追肥の時期   

◎液肥による追肥 [５００ml/箱散布] 

  液肥による追肥は、窒素・りん酸・加里の成分を合計した量が箱当りおよそ１ｇ前後になるよう

にする。◇使用倍率及び散布箱数：１００倍（水１００Ｌに液肥１Ｌ：２００箱分）            

※なお、軟弱苗の場合は２００倍に希釈して使用してください。 

液 肥 名 成分量(％) 単位(１缶) 1 缶当り希釈水量 散布箱数 

液肥１号 12－5－7 ２０Ｌ ２,０００Ｌ ４,０００ 

液肥２号 10－4－8 ５Ｌ ５００Ｌ １,０００ 

◎硫安による追肥 [１袋(２０㎏)で約４,２００箱分] 

現物量で１箱当り４.８ｇ(Ｎ成分量で約１ｇ／箱) 

  追肥が終わったら、直ちに散水して葉身を水洗いし、肥料ヤケを防いでください。 

◎サイコ－１１号による追肥 [１袋(１５㎏)で約３,８５０箱分] 

現物量で１箱当り３.９ｇ(Ｎ成分量で約０.５ｇ／箱) 

  サイコ－１１号の追肥で、Ｎ成分量を多く施用(１.０ｇ前後／箱)した場合、箱の縁周辺主体に濃

度障害を生ずる危険性がありますので、基準量を順守のうえ、追肥にあたってください。追肥後は、

直ちに散水して、肥料ヤケを防いでください。 

 

 ５．圃場の基肥Ｎ施肥基準  

一般的な水稲連作圃場の基肥Ｎ施肥量については下記のとおりですが、この施肥量についてはあ

くまでも参考とし、各自の圃場の地力等を考慮に入れながら最終的な基肥Ｎ量を決定してください。 

項 目 
品  種  名 

あきたこまちR サキホコレ めんこいな ゆめおばこ
きぬのはだ 
ときめきもち 

たつこもち 
ちほみのり 

Ｎ施肥基準 4.0～4.5kg 5.0kg 5.5kg 6.5kg 

 

「水稲技術情報」https://www.ja-ogata.or.jp/farming2/をホームページで閲覧の際は、これまで必要だった    

パスワード入力なしで閲覧可能になりました。 

※水稲以外の技術情報は、これまで通りパスワードの入力が必要です。 
 

2.0 葉 

（１５日） 

1.0 葉 
（７日） 

3.0 葉

（２５日） 


